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医王病院院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル合意書

医王病院と△△薬局とは医王病院院外処方箋に係る薬剤師法第 ２３ 条第 ２ 項の取り扱いについて、下記のとおり合意した。

記 

1． 院外処方箋に係る個別の同意確認を不要とする項目について

以下の項目については、患者の待ち時間短縮及び業務効率化の観点から、薬剤師法第23条第2項に規定する医師の同意があらかじめ得られているものとして取り扱い、個別の同意確認を不要とする。ただし、麻薬、抗悪性腫瘍剤および流通管理対象医薬品は除くこととする。
　　
１）　成分名が同一の銘柄変更（先発医薬品間の変更および後発医薬品から先発医薬品への変更も可能）
２）　剤形の変更（用法・用量が変更とならない場合に限り可能）
３）　規格変更（用法・用量が変更とならず、適応外使用とならない場合に限り可能）
４）　半割・粉砕・脱カプセル等（用法・用量が変更とならない場合に限り可能）
[bookmark: _Hlk214029463]５）　一包化（患者の希望または服薬アドヒアランス向上が見込まれると保険薬局薬剤師が判断した場合は一包化を可能）
６）　湿布薬や軟膏等の外用剤での包装規格変更（合計処方量が変わらない場合は包装規格の変更を可能）
７）　残薬調整（薬剤師が患者の残薬状況を確認し、次回受診予定日や受診間隔等を踏まえ、残薬を考慮して処方日数または外用剤の本数を調整することを可能）
８）　週1回・月1回製剤（処方日数の誤りが明らかな場合は適正な日数へ変更することを可能）
９）　隔日投与、週〇日投与等（処方日数の誤りが明らかな場合は適正な日数へ変更することを可能）
10） 湿布剤の変更（同一成分の貼付剤において剤形または規格変更を可能）
11） 用法追記（患者または介護者等から医師の指示内容を明確に確認できた場合は追記を可能）
12） フレーバー変更（同一製剤におけるフレーバー変更を可能）
13） 薬学的管理料（保険診療上の算定要件を満たす範囲で実施する）

なお、運用の詳細については別紙「医王病院院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル」に定めるものとし、本合意書に定めのない事項または処方内容に疑義がある場合は、従来どおり処方医へ疑義照会を行うものとする。
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